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本 文 ：  

【 は じ め に 】 凝 固 機 能 検 査 は 、 残 存 血 小 板 が 検 査 デ ー タ に

影 響 す る と さ れ て お り 、 日 本 検 査 血 液 学 会 標 準 化 委 員 会 凝

固 検 査 標 準 化 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ は 血 漿 中 の 残 存 血 小 板 数

が 1 . 0 × 10 4 / μL 未 満 と な る 遠 心 条 件 を 推 奨 し て い る 。  

今 回 、 我 々 は 遠 心 条 件 （ 温 度 、 遠 心 時 間 ） が 血 漿 中 の 残

存 血 小 板 数 に ど の よ う な 影 響 を 与 え る か 検 討 す る 機 会 を 得

た の で そ の 結 果 を 報 告 す る 。  

【 使 用 機 器 】 ① フ ロ ア 型 冷 却 遠 心 機 S 7 00F R（ KU B O TA）

② 多 項 目 自 動 血 球 分 析 装 置 X E - 21 00（ S ys m e x）  

【 材 料 お よ び 方 法 】 3 . 2％ ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 入 り 1 . 8ｍ L

及 び 4 .5mL 採 血 管 に 採 血 し た 2 検 体 を 、 冷 却 遠 心 （ 4℃ ）、

室 温 遠 心（ 2 0℃ ）に て 5・ 1 0・ 1 5 分 間 、 1 , 5 00 × g で 遠 心 分

離 を 行 い 、 液 面 か ら 5 mm 付 近 の 血 漿 中 に 残 存 す る 血 小 板

数 を 測 定 し 、 結 果 を 比 較 し た 。  

【 結 果 】① 1 .8mL 採 血 管 に よ る 検 討 で は 全 条 件 で 残 存 血 小

板 数 は 1 . 0 × 10 4 / μL 未 満 に な っ た 。 ② 4 . 5mL 採 血 管 に よ る

検 討 で は 4℃ は 全 て の 遠 心 時 間 に て 残 存 血 小 数 1 . 0 × 1 0 4 / μL

以 上 、 2 0℃ で は 5 分 、 10 分 の 遠 心 時 間 に て 残 存 血 小 板 数

1 .0 × 1 0 4 /μL 以 上 、 1 5 分 の み 1 . 0 × 1 0 4 / μL 未 満 と な っ た 。  

【 考 察 】 1 .8mL 採 血 管 に お け る 検 討 で は 、温 度 、遠 心 時 間

が 残 存 血 小 板 数 に 与 え る 影 響 は 少 な か っ た 。し か し 4 .5mL

採 血 管 で は 「 凝 固 検 査 検 体 取 扱 い コ ン セ ン サ ス 検 証 資 料 」

に 記 載 さ れ て い る 通 り 、冷 却 遠 心（ 4℃ ）は 室 温 遠 心（ 2 0℃ ）

に 比 べ 、 血 漿 中 に 血 小 板 が 残 存 し や す い 結 果 で あ っ た 。 ま

た 、 4 .5mL 採 血 管 は 遠 心 時 間 が 1 0 分 以 下 だ と 残 存 血 小 板

数 が 1 . 0 × 10 4 / μL 以 上 と な り 、 検 査 結 果 に 影 響 を 与 え る 可

能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 容 器 の 形 状 や サ イ

ズ は 各 メ ー カ ー で 異 な る 為 、 各 施 設 に て 残 存 血 小 板 数 が

1 .0 × 1 0 4 /μL  未 満 と な る 遠 心 条 件 を 検 証 す る 必 要 が あ る 。

【 ま と め 】 残 存 血 小 板 数 を 確 実 に 1 . 0 × 1 0 4 / μL 未 満 に す る

為 に は 日 本 検 査 血 液 学 会 標 準 化 委 員 会 凝 固 検 査 標 準 化 ワ ー

キ ン グ グ ル ー プ が 推 奨 し て い る 通 り 、遠 心 分 離 を 室 温（ 1 5

～ 2 5℃ ） で 1 , 5 0 0 × g、 1 5 分 以 上 で 行 う こ と が 大 切 で あ る 。 
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